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（公社）富山県建築士会

　　会長　西野　晴仁

氷見市と、被害家屋調査業務（罹災証明の第二次調査）の契約を2月20日前後に行ない、調査家屋

1,000件を、建築士等2人1組で延人数が668人予定です。

多数の件数がありますので多くの方の御協力をお願い致します。

⒈ 業務は、被害家屋調査業務で、罹災証明書の第二次調査です。

⒉ 罹災証明書の第二次調査は、調査家屋1,000件です。

⒊ 作業は2人（建築士等）1組で行い、1日3件程度の予定です。なお、氷見市税務課の付き添いはありま

せんが、被害家屋調査業務用の専用電話を用意して頂きますので、住まいの方からの質問等に利用して

下さい。

⒋ 募集日は2月29日～3月31日です。1日5組から10組程度必要と考えています。土・日・祝日も休み

　 無しで行ないます。御協力お願いします。毎日20名程が必要と考えています。

⒌ 作業時間は、8時30分に氷見市役所に来て頂き、打合せ後9時～16時位いの実働6時間の予定で、

調査表を整理して解散です。

⒍ 1日の報酬は、33,000円（交通費含む、消費税含む）程度を予定しています。

保険は、建築士会で入ります。

⒎ 御支払いについては、積極的に会社から職員を派遣していただきたいと考えています。会社の経費も含

めて、33,000円を設定しています。会社の休日に参加される個人の方にも33,000円支払いします。

個人事業主の方にも33,000円支払いします。

⒏ 内閣府（防災担当）の定める「災害に係る住家被害認定業務 実施体制の手引き（令和5年3月）」に

基づき実施し、住家被害認定調査票　地震木造プレハブ第２次-1，2，3によります。

⒐ 委託者の業務・・・調査対象家屋の選定、調査対象家屋の図面手配、調査日時の決定に伴う事務

⒑ 受託者の業務・・・調査に必要な装備の手配（下げ振り等）、調査対象家屋の調査

⒒ お忙しいと思いますが、多数の調査員が必要です。被災された方たちにとって、重要な調査です。

何卒、ご協力をお願い致します。

担当　副会長　徳田　義弘

令和6年2月19日

記



　■　参加希望申込書

お 名 前：（　　　　　　　　　　） 携帯番号：（　　　　　　　　　） 所属団体（ ）

ご協力頂けるコマに○をつけてください。また、同僚やお友達もご協力頂ければお名前を御記入下さい

○ 富山県建築士会に送り下さい（FAX、メール共可能です。）

○ FAX:076-482-4448  info@toyama-kenchikushikai.or.jp

○ 3月１０日(日)までの申込は、２月２５日(日)までにお願い致しますが、それ以降の記入も構いません。

○ 3月３１日(日)までの申込は、3月４日(月)までにお願い致します。

3月１４日（木）

計 計

月日Ｎｏ．

月　日 月　日○印を ○印を同僚･お友達名 同僚･お友達名

3月１３日（水） 3月２９日（金）

3月３０日（土）

3月１５日（金） 3月３１日（日）

3月１０日（日） 3月２６日（火）

3月１１日（月） 3月２７日（水）

3月１２日（火） 3月２８日（木）

3月　６日（水） 3月２２日（金）

3月　８日（金） 3月２４日（日）

3月　９日（土） 3月２５日（月）

3月　７日（木） 3月２３日（土）

２月２９日（木） 3月１６日（土）

3月　1日（金） 3月１７日（日）

3月　２日（土） 3月１８日（月）

3月　３日（日） 3月１９日（火）

3月　４日（月） 3月２０日（水）

3月　５日（火） 3月２１日（木）


